
は じ め に

　四国遍路はブ－ムというより、ますます人

気を博し、毎年多くの人々が遍路に旅立って

いる。一方では、世俗化が急速に進んでいる

にもかかわらず、多くの人が遍路に旅立つ現

象は大いに宗教学的な関心を喚び起こさせる。

とくに、八十八もの札所がいつ、いかにして

成立したのかという謎こそ四国遍路理解の鍵

となる疑問といえよう。

　別稿で１四国遍路絵図41例を紹介し、その

分析を通じて四国遍路の成立について考察し

た。しかし、四国遍路絵図の採訪は必ずしも

十分とはいえなかった。そこで、2003年５月

から７月にかけて、徳島県立博物館、同文書

館、香川県立歴史文化博物館、鎌田共済会郷

土博物館、丸亀市立資料館などの四国遍路絵

図調査を行った２。その結果、新たに21例も

の四国遍路絵図を見いだした。本稿のねらい

は、そうした四国遍路絵図の内で重要な絵図

を紹介し、考察を加えることにある。

第１章　徳島県立博物館所蔵四国遍路絵図

　徳島県立博物館には四例の遍路絵図がある

（表№５、17、23、25）。ここで特にとりあげた

いのは、徳島県立博物館所蔵番号HSK00039

7の絵図（以下、HSK000397と略す）と同

HSK000398の絵図（HSK000398）である。

　まず、別稿で四国遍路絵図には、宝暦13

（1762）年春の「四国 礼絵図」を初めとし

て、A～Ｆの六つの形式のあることを指摘し

た３。HSK000397とHSK000398は、Ａ型の

変形であるＡ’型である。

　Ａ型の典型例は宝暦13（1762）年正月28

日付の「四国 礼絵図」（四国遍路図表、№

１－３）である。表№１の神戸市立博物館蔵

の絵図を例に挙げれば、絵図の大きさは縦×

横、58.3×93.0cmである。宝暦13年春の刊

記を有し、四国遍路図のなかで、もっとも古

く、かつ、おそらくは最初に作成された四国

遍路図と考えられている４。

　表№１の神戸市立博物館蔵の絵図を例にＡ

型絵図の特徴を指摘すると以下のようになる５。

�　方位、縮尺、地形にあまりこだわらず、

特に、南が上に描かれている。

�　絵図の中央に、巻物を開いた枠取りの中

に、大日如来像と椅子に座った弘法大師像

を描き、その左側に四国遍路に関する高野
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山の前寺務弘範による密教的意味付けが書

かれている。

�　札所（楕円で囲む）はもちろんのこと、

隣接する札所との位置関係・距離数、途中

の城下（□で表現）、番所（・）、国境（▲）、

山坂峠（∧）、村里名（°）、川などが書か

れている。

�　札所の中には、取星寺、星谷、月山、満

願寺、篠山など八十八所ではないもの、７

つが記されている、

�　本図の右下隅には、大坂などからの道の

りが記されている。

�　右上隅には、「天灯籠灯」ほかの「アシズ

リ七不思議」などが記されている。

�　本図の左下隅の注記から、著者は但馬（兵

庫県）の細田周英で、版元は大坂心斎橋筋

順慶町の柏原屋清右衛門、同与一、田原屋

平兵衛であることがわかる。

�　左上隅には「四国へんろ道しるべ　小本

一冊」とある後に、「四国へんろ道しるべ」の

紹介が書かれている。

　以上のような特徴があるが、他の多くの絵

図で�、�、�は、ほぼ踏襲される。特徴の

うち、�に関して言えば、巻物を開いた枠取

りや大日如来像は省略されても、絵図の中央

に書かれた四国遍路に関する高野山の前寺務

弘範の密教的意味付けは、後の、多くの遍路

図において、ほぼ継承され記載された。それ

ゆえ、四国遍路図の内、�、�、�のような

特徴、とくに�の特徴を持つ絵図をＡ型と呼

ぶ。

　そして、巻物を開いた様式の枠取りや大日

如来像は省略されても、西を上にして弘法大

師座像が描かれ、かつ、絵図の中央に書かれ

た四国遍路に関する密教的意味付けのあるも

のは、Ａ型の変形としてＡ’型とした。また、

北を上に描いたものはＡ ’ ’ 型とする。

　さて、HSK000397とHSK000398は、以

上の意味で、Ａ型の変形であるＡ’型であるが、

まず、HSK000397から紹介する。

HSK000397

　HSK000397には、版元の記載はないが、

木版刷である。たくさん刷られたのであろう。

大きさは54.5×38.8（折り畳むと19.4×

13.9）cm。

　真ん中の密教的意味づけの部分は、Ａ型の

より相当略されているが、漢字とひらがなで

書かれ、西を上にして

　「それ四国ハ大悲胎蔵の四重の円壇に擬し

あまたの仏閣八十界皆成のまんたらを示す衆

生痴暗にして此理をしらす今遍礼の功徳によ

つて合蓮開けて仏光現し再ひ八葉の華臺に坐

し無明のやみはれて本仏を覚る本修ならへし

めすかゆへにさらに八ヶの仏閣をくわへ八十

八と定めたまふことの也」と記されている。

HSK000398

　HSK000398は、HSK000397よりも紙も

よく、大きさは縦53.1×42.4（折り畳むと

21.2×13.3）cmである。また、木版刷りで、

板元も記されている。すなわち、左上隅に

　「伊与松山高井

四十八番西林寺

森下表具師板」

とある。伊予松山（現、愛媛県松山市）高井

の四十八番札所西林寺の森下表具師板という

ことがわかる。

　先述のHSK000397のような遍路絵図は、

このHSK000398のような四国 礼絵図をも
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とにしたとも考えられる。

　しかし、本絵図では松山から安芸宮島まで

を「十八り」とするのに対してHSK000397

の四国 礼絵図では「二十五り」とするなど

の相違がある。

　また、真ん中の密教的意味づけの部分は次

のように漢字とカタカナで記されている。

夫四國 礼ノ密意ヲ云ハバ四國ハ大悲胎蔵ノ

四重円壇ニ擬シ、数多ノ仏閣ハ十界皆成ノ曼

荼羅ヲ示ス、所謂四重ノ曼荼羅ハ十界其身平

等ニ各々八葉開敷ノ蓮台ニ坐シ、光明常ニ法

界ヲ照ス、本ヨリ不生ノ仏ナレハ十界皆成曼

陀羅ト名ツク、仍テ八十ノ仏閣是レニ况ス、

衆生痴暗ニシテ此ノ理ヲ知ラス、蓮華萎ンテ、

合蓮ト成リ、仏光カクレテ闇夜ニ迷フ、今 

礼ノ功徳ニ依テ合蓮開ケテ、仏光現シ、再ビ

八葉ノ華臺ニ坐シ、無明ノ闇晴テ、本佛ヲ覚

ル、本修並ベ示スカ故ニ、更ラニ八箇ノ仏閣

ヲ加ヘ、八十八ト定メ給フ、是レ併ナガラ高

祖大師ノ神変加持衆生頓覺ノ直道ナリ、各早

ク円壇ニ入テ、自己ノ心蓮ヲ開覺シ、自心ノ

本佛ヲ證知シ玉ヘト云爾也

　以上から、HSK000397のような絵図は、

HSK000398のような絵図を基本に、それを

変形して成立したと推測される。

第２章　徳島県立文書館所蔵酒井家文書

の「四国遍路絵図」と鎌田共済会郷土博

物館所蔵「四国遍路絵図」

　次に注目するのは、徳島県立文書館所蔵酒

井家文書の「四国遍路絵図」で、所蔵番号は「サ

カイ00265」（以下、「サカイ00265」）であ

る。徳島県立文書館では２例の四国遍路絵図

がある（№18、41）が、とくに、「サカイ00265」

は大いに注目に値する。

　というのも、「サカイ00265」には、注記

があって、それにより作成年代がわかるから

である。「サカイ00265」はＡ’型の遍路絵図

であるが、Ａ’型で制作年代がわかるものがな

かっただけに貴重である。

　さて、「サカイ00265」の大きさは49.0×

41.0cmである。図のように、Ａ’型の四国遍

路絵図であるが、枠外に「天保三年辰四月廿

日求之　堺屋弥蔵」と注記があり、天保三

（1843）年に堺屋弥蔵（1808－1892）が購

入したものであることがわかる。堺屋弥蔵は、

徳島県美馬郡半田町の街道筋で雑貨を商う商

人であった６。

　その年月日は、購入年月日であるが、当時、

遍路絵図は貴重品というより、実用品であり、

購入年月日と製作年月日とは１年以内の誤差

であろう。それゆえ、本絵図は、Ａ’型で年月

日がおおよそわかる唯一のものである。すな

わわち、1843年頃のものであろう。Ａ’型が

19世紀前半には制作されていたことがわか

り興味ぶかい。

　次に注目したいのは、香川県坂出市にある

鎌田共済会郷土博物館所蔵「四国遍路絵図」

である。鎌田共済会郷土博物館所蔵の所蔵番

号dc185．186の絵図は注目に値する。という

のも、従来、未知の型式の四国遍路絵図だか

らである。大きさは縦・横33.3×43.2cmであ

る。

　さて、本絵図は、一見すると、Ｃ型の変形

と思えるが弘法大師座像がないという特徴が

ある。

　Ｃ型は、Ａ’型とよく似た四国の絵に、札所

（札所間の里程）、道、国境、城下を描いてい
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るが、その特徴は以下のような点にある７。

�　中央部に、東を上にして、弘法大師の椅

子に座った姿を描くも、Ａ型のような四国

遍路に関する高野山の前寺務弘範の密教的

意味付けは書かれていない。その代わりに、

弘法大師像の下に、「阿波　二拾三ケ所、五

十七里半餘、土佐　拾六ケ所、九十壱里半、

伊予　二拾六ケ所　百十九里半、讃岐　二

拾三ケ所　三十六里半餘、四箇国道法　三

百四里半餘」と各国ごとに札所の数と道の

り数を記し、最後に四国併せての道のり数

を合計して示す。

�　中央上部に「海上道法、大坂より　阿波

徳島へ　三十八里、さぬき丸亀　五十里　

紀州かた浦より　阿州むやへ　十五里　播

州明石より　阿州一ばん札へ　廿里、しか

まつより　讃洲　高松へ　廿七里。丸亀へ　

廿八里　下村より　丸亀へ五里　九州豊後

佐か関より　与州八わた浜え　廿里」と、

海上の道のりを記す。

　とくに、�のような特徴を持つ四国遍路図

をＣ型と呼ぶが、四国の図がＡ’型とよくにて

おり、Ａ’型をモデルとしたと考えられる。

　dc185．186は、中央部に「  札所の

印」といった凡例とともに、「あわ二十三所　

五十七り半、とさ　十六所　九十一り半、い

よ　二十六所　百十一り半　さぬき　二十三

所　三十六り」と各国ごとに札所の数と道の

り数を記している。

　それゆえ、本絵図は、Ｃ型の変形といえる

が、Ｃ型の重要な特徴といえる「中央部に、

東を上にして、弘法大師の椅子に座った姿を

描く」という点を欠いている。

　すなわち、それは四国遍路が弘法大師空海

の聖蹟巡礼であるという意識を端的に表す特

徴であるが、その特徴を欠くという点に、

dc185・186絵図の特徴がある。もはや、四

国遍路が弘法大師空海の聖蹟巡礼というより

も、旅行の側面が強くなり、遍路絵図が旅行

の地図という性格を強くもちだしたことの現

れであろう。その意味で、新たにＧ型をたて

るべきであろう。

お わ り に

　「はじめに」で述べたように2003年５月か

ら７月にかけて、徳島県立博物館、同文書館、

香川県立歴史文化博物館、鎌田共済会郷土博

物館、丸亀市立資料館などの四国遍路絵図調

査を行った。その結果、新たに21点の「四国

遍路絵図」を知ることができた。本稿では、

そのうち、徳島県立博物館所蔵四国遍路絵図

と徳島県立文書館所蔵酒井家文書「四国遍路

絵図」と鎌田共済会郷土博物館所蔵「四国遍

路絵図」に注目した。

　その結果、以下の知見を得た。従来、Ａ’型

としてきたものに二種類あり、Ａ’をさらに二

つに区分すべきではないか。たとえば、

HSK000398はＡ’とし、ＨSK000397はＡ ’ ’

 とすべきだと考えられる。HSK000397は

HSK000398をモデルとし、簡略にしたもの

といえるが、「あきのみやじまへ舟路十八り」

ではなく、「二十五り」とするなど、相違点も

ある。とすれば、Ａ’Ａ ’ ’ Ａ ’ ’ ’ の三つあること

になる。今後の史料発見を待って検討したい。

また、Ａ ’ ’型はＡ’型より新しい。

　また、徳島県立文書館所蔵酒井家文書「四

国遍路絵図」（サカイ00265）は、Ａ’型であ

るが、枠外に「天保三年辰四月廿日求之　堺

屋弥蔵」とある。その文言から、天保三（1843）
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年に堺屋弥蔵が購入したものということがわ

かる。それは、Ａ’型で制作年が推測できる唯

一つのものである。

　さらに、鎌田共済会所蔵dc185・186のよ

うに一見、Ｃ型の変形と思えるが弘法大師座

像がないものがあった。それにより、四国遍

路絵図の型式にＧ型をたてるべきと考える。
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＊
4
7
.6

愛
媛
県
立
歴
史
博
物
館

Ｂ
’

木
版
色
刷

四
国
八
十
八
箇
所
順
拝
略
図

８

3
5
.8
＊
4
9
.0

岩
村
武
勇

Ｂ
’

木
版
色
刷

四
国
八
十
八
箇
所
順
拝
略
図

９

3
7
.4
＊
4
6
.6

神
戸
市
立
博
物
館
1
8
8

Ｂ
’

木
版
墨
刷

四
国
八
十
八
箇
所
順
拝
略
図

1
0

3
5
.6
＊
4
8
.6

神
戸
市
立
博
物
館
1
8
9

Ｂ
’

木
版
色
刷

四
国
八
十
八
箇
所
順
拝
略
図

1
1

2
6
.6
＊
3
9
.6

神
戸
市
立
博
物
館
1
9
4

Ｂ
’ ’

木
版
墨
刷

四
国
八
十
八
箇
所
順
拝
略
図

1
2

3
5
.6
＊
4
7
.8

岩
村
武
勇

Ｂ
’

金
比
羅
小
坂
美
玉
堂
、
木
版
色
刷

象
頭
山
参
詣
道
四
国
寺
社
八
十
八
番

1
3

3
4
.6
＊
4
6
.8

神
戸
市
立
博
物
館
1
9
1

Ｂ
’

金
比
羅
小
坂
美
玉
堂
、
木
版
色
刷

象
頭
山
参
詣
道
四
国
寺
社
八
十
八
番

1
4

3
5
.2
＊
4
7
.5

愛
媛
県
立
歴
史
博
物
館

Ｂ
’

金
比
羅
小
坂
美
玉
堂
、
木
版
色
刷

象
頭
山
参
詣
道
四
国
寺
社
八
十
八
番

1
5

3
8
.2
＊
5
3
.5

岩
村
武
勇

Ａ
’

木
版
色
刷

四
国
 
礼
（
絵
図
）

1
6

左
上
隅
に
「
伊
与
松
山
高
井
四
十
八

番
西
林
寺
森
下
表
具
師
板
」
ト
ア
リ

5
3
.1
＊
4
2
.4

徳
島
県
立
博
物
館
H
S
K
0
0
0
3
9
8

Ａ
’

木
版
墨
刷

四
国
 
礼
（
絵
図
）

1
7

天
保
三
（
1
8
4
3
）
年
に
堺
屋
弥
蔵

（
1
8
0
8
－
1
8
9
2
）が
購
入
し
た
も
の
。

4
9
.0
＊
4
1
.0

徳
島
県
立
文
書
館
所
蔵
酒
井
家

文
書
サ
カ
イ
0
0
2
6
5

Ａ
’

木
版
墨
刷

四
国
 
礼
（
絵
図
）

1
8

5
1
.2
＊
3
5
.6

神
戸
市
立
博
物
館
1
8
3

Ａ
’

彫
刻
備
前
和
気
郡
香
登
立
蔵
直
貫
、

木
版
墨
刷

四
国
 
礼
（
絵
図
）

1
9
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四
　
　
　
国
　
　
　
遍
　
　
　
路
　
　
　
図

参
　
　
　
　
　
考

大
き
さ

所
　
　
 蔵
 　
　
者

形
　
式

作
成
年
、
板
元
、
刷

名
　
　
　
　
　
　
　
称

№

右
下
二
「
道
乗
新
根
仏
師
是
非
、
其

後
之
新
通
如
者
委
敷
印
　
國
久
版
」

5
6
.4
＊
4
0
.1

香
川
県
歴
史
博
物
館
B
9
4
0
1
5
6

Ａ
’

彫
刻
備
前
和
気
郡
香
登
立
蔵
直
貫
、

木
版
墨
刷

四
国
 
礼
（
絵
図
）

2
0

香
川
県
歴
史
博
物
館
B
9
4
0
1
5
6
よ

り
詳
し
い
。

5
2
.1
＊
4
1
.6

香
川
県
歴
史
博
物
館
B
9
6
0
0
4
8
4

Ａ
’

木
版
色
刷

四
国
 
礼
（
絵
図
）

2
1

 
4
3
.5
＊
5
2
.5

ラ
イ
デ
ン
大
学
図
書
館

Ａ
’

木
版
彩
色

四
国
 
礼
（
絵
図
）

2
2

5
4
.5
＊
3
8
.8

徳
島
県
立
博
物
館
H
S
K
0
0
0
3
9
7

Ａ
’

木
版
墨
刷

四
国
 
礼
（
絵
図
）

2
3

3
7
.6
＊
5
6
.4

神
戸
市
立
博
物
館
1
8
2

Ａ
’

大
坂
書
林
心
斎
橋
南
へ
五
丁
目

佐
々
井
治
郎
右
衛
門
版
、阿
州
十
八

番
札
所
隣
弘
所
釈
迦
庵
、木
版
墨
刷

四
国
 
礼
（
絵
図
）

2
4

縦
2
2
.6
×
横
1
6
の
折
本
の
状
態
で

持
ち
運
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

6
3
.2
＊
9
9
.0

徳
島
県
立
博
物
館
H
S
K
0
0
0
4
0
1

Ａ
’

文
化
４
（
1
8
0
7
）
年
、
大
坂
佐
々

井
治
郎
右
衛
門
、
木
版
墨
刷

四
国
 
礼
絵
図

2
5

6
3
.4
＊
9
9
.0

岩
村
武
勇

Ａ
文
化
４
（
1
8
0
7
）
年
、
大
坂
佐
々

井
治
郎
右
衛
門
、
木
版
墨
刷

四
国
 
礼
絵
図

2
6

6
2
.6
＊
9
8
.0

神
戸
市
立
博
物
館
1
8
0

Ａ
文
化
４
（
1
8
0
7
）
年
、
大
坂
佐
々

井
治
郎
右
衛
門
、
木
版
墨
刷

四
国
 
礼
絵
図

2
7

6
3
.0
＊
9
8
.0

ラ
イ
デ
ン
大
学
図
書
館

Ａ
文
化
４
（
1
8
0
7
）
年
、
大
坂
佐
々

井
治
郎
右
衛
門
、
木
版
墨
刷

四
国
 
礼
絵
図

2
8

3
5
.5
＊
4
7
.4

神
戸
市
立
博
物
館
1
9
5

Ａ
’ ’

木
版
墨
刷

四
国
順
拝
霊
場
一
覧

2
9

3
5
.0
＊
5
0
.2

岩
村
武
勇

Ｃ〈
Ａ
’〉

木
版
色
刷

（
四
国
八
十
八
箇
所
絵
図
）

3
0

4
8
.9
＊
5
2
.9

岩
村
武
勇

Ａ
’

板
所
谷
一
、
木
版
墨
刷

四
国
八
拾
八
ケ
所
道
案
内
記
百
万
遍
開
元

3
1

裏
二
信
州
水
内
郡
栗
田
村
油
屋
ノ
印

ア
リ

5
2
.8
＊
4
6
.7

香
川
県
歴
史
博
物
館
B
9
8
0
0
3
3

Ａ
’

板
所
谷
一
、
木
版
墨
刷

四
国
八
拾
八
ケ
所
道
案
内
記
百
万
遍
開
元

3
2

3
6
.0
＊
6
7
.0

岩
村
武
勇

Ｂ
峰
右
衛
門
、
木
版
墨
刷

四
国
寺
社
名
勝
八
十
八
番

3
3

海
ヲ
青
ク
彩
色

3
5
.2
＊
6
5
.8

香
川
県
歴
史
博
物
館
B
9
5
0
2
9
6

Ｂ
峰
右
衛
門
、
木
版
色
刷

四
国
寺
社
名
勝
八
十
八
番

3
4

3
6
.2
＊
6
7
.8

愛
媛
県
立
歴
史
博
物
館

Ｂ
青
々
堂
、
木
版
色
刷

四
国
寺
社
名
勝
八
十
八
番

3
5

3
5
.8
＊
4
7
.9

岩
村
武
勇

Ｂ
作
寿
堂
、
木
版
墨
刷

丸
亀
ヨ
リ
象
頭
山
四
八
十
八
番
国
寺
社
名
勝

3
6

3
4
.5
＊
4
7
.2

岩
村
武
勇

Ｄ〈
Ｂ
’〉

木
版
墨
刷

南
海
道
四
国
八
十
八
ケ
所
順
拝
図

3
7

3
3
.5
＊
4
7
.0

岩
村
武
勇

Ｂ
’

木
版
墨
刷

四
国
八
十
八
箇
所
順
拝
略
図

3
8

3
4
.8
＊
4
8
.0

香
川
県
歴
史
博
物
館
B
9
5
0
1
3
7

Ｂ
’

木
版
彩
色

四
国
八
十
八
箇
所
順
拝
略
図

3
9

3
4
.7
＊
4
8
.4

香
川
県
歴
史
博
物
館
B
9
6
0
0
4
8
5

Ｂ
’

木
版
墨
刷

四
国
八
十
八
箇
所
順
拝
略
図

4
0
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四
　
　
　
国
　
　
　
遍
　
　
　
路
　
　
　
図

参
　
　
　
　
　
考

大
き
さ

所
　
　
 蔵
 　
　
者

形
　
式

作
成
年
、
板
元
、
刷

名
　
　
　
　
　
　
　
称

№

明
治
５
年

3
7
.0
＊
4
7
.0

徳
島
県
立
文
書
館
所
蔵
酒
井
家

文
書
サ
カ
イ
0
1
5
8
3

Ｂ
’

木
版
彩
色

四
国
八
十
八
箇
所
順
拝
略
図

4
1

國
久
版

3
8
.0
＊
5
3
.8

愛
媛
県
立
歴
史
博
物
館

Ｄ
木
版
墨
刷

四
国
 
礼
図

4
2

3
5
.3
＊
5
2
.2

岩
村
武
勇

Ｄ〈
Ａ
’〉

木
版
墨
刷

四
国
八
拾
八
所
 
礼
之
図

4
3

3
6
.4
＊
4
8
.2

岩
村
武
勇

Ｅ〈
Ａ
’〉

木
版
墨
刷

四
国
順
拝
御
土
産
絵
図

4
4

3
5
.8
＊
4
8
.8

神
戸
市
立
博
物
館
1
8
5

Ｅ〈
Ａ
’〉

木
版
墨
刷

四
国
順
拝
御
土
産
絵
図

4
5

3
6
.0
＊
4
7
.4

神
戸
市
立
博
物
館
1
8
6

Ｅ〈
Ａ
’〉

木
版
墨
刷

四
国
順
拝
御
土
産
絵
図

4
6

3
6
.8
＊
5
1
.4

神
戸
市
立
博
物
館
1
8
7

Ｅ〈
Ａ
’〉

木
版
墨
刷

四
国
順
拝
御
土
産
絵
図

4
7

4
2
.8
＊
5
3
.6

神
戸
市
立
博
物
館
1
8
4

Ｄ〈
Ａ
’〉

木
版
墨
刷

四
国
 
礼
（
絵
図
）

4
8

4
2
.8
＊
5
3
.8

岩
村
武
勇

Ａ
’

明
石
堂
茶
堂
、
木
版
墨
刷

四
国
 
礼
（
絵
図
）

4
9

4
0
.0
＊
5
3
.0

神
戸
市
立
博
物
館

Ａ
’

伊
予
宇
和
島
領
虎
屋
喜
代
助
、
木

版
墨
刷

四
国
 
礼
（
絵
図
）

5
0

3
8
.0
＊
5
3
.0

岩
村
武
勇

Ａ
’

木
版
墨
刷

四
国
 
礼
（
絵
図
）

5
1

4
2
.7
＊
5
3
.9

岩
村
武
勇

Ａ
’

木
版
墨
刷

四
国
 
礼
（
絵
図
）

5
2

4
2
.2
＊
5
5
.8

岩
村
武
勇

Ａ
’

木
版
墨
刷

四
国
 
礼
（
絵
図
）

5
3

横
切
断
サ
ル

5
1
.7
＊
3
8
.4

香
川
県
歴
史
博
物
館
B
9
9
0
0
8
7
9

Ａ
’

木
版
墨
刷

四
国
 
礼
（
絵
図
）

5
4

5
2
.5
＊
4
0
.8

香
川
県
歴
史
博
物
館
B
9
7
0
0
1
1
8

Ａ
’

木
版
墨
刷

四
国
 
礼
（
絵
図
）

5
5

3
3
.4
＊
4
3
.7

岩
村
武
勇

Ｃ〈
Ａ
’〉

木
版
墨
刷

（
四
国
八
十
八
箇
所
絵
図
）

5
6

3
6
.8
＊
4
8
.3

岩
村
武
勇

Ｅ〈
Ａ
’〉

四
十
三
番
札
所
、
木
版
墨
刷

（
四
国
八
十
八
箇
所
絵
図
）

5
7

3
7
.8
＊
4
8
.5

岩
村
武
勇

Ｅ〈
Ａ
’〉

木
版
墨
刷

（
四
国
八
十
八
箇
所
絵
図
）

5
8

3
8
.2
＊
5
1
.4

神
戸
市
立
博
物
館
1
8
1

Ｆ〈
Ａ
’〉

版
元
讃
州
阿
野
郡
南
中
西
氏
、
木

版
墨
刷

四
国
八
拾
八
ケ
所
並
名
所
古
跡
案
内

5
9

1
9
.5
＊
2
7
.7

岩
村
武
勇

Ｂ
’

讃
岐
金
比
羅
沾
哉
堂
刊
「
金
比
羅

案
内
記
」
口
絵
、
木
版
色
刷

四
国
八
十
八
箇
所
順
拝
略
図

6
0

3
2
.0
＊
4
2
.8

神
戸
市
立
博
物
館
1
9
0

Ｂ
’

大
坂
淀
屋
橋
南
詰
河
内
屋
甚
七
、

木
版
色
刷

四
国
八
十
八
箇
所
順
拝
略
図

6
1

3
3
.3
＊
4
3
.2

鎌
田
共
済
会
d
c1
8
5
．1
8
6

Ｇ
木
版
墨
刷

（
四
国
八
十
八
箇
所
順
拝
略
図
）

6
2

注
記
：
型
式
欄
の
Ａ
～
Ｆ
に
つ
い
て
は
本
文
を
参
照
。
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